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○ 経 済 産 業 省 告 示 第    号  
エ ネ ル ギ ー の 使 用 の 合 理 化 及 び 非 化 石 エ ネ ル ギ ー へ の 転 換 等 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 五 十 四 年 法 律 第 四 十 九

号 ） 第 百 五 十 四 条 第 一 項 及 び 第 百 五 十 六 条 の 規 定 に 基 づ き 、 平 成 二 十 六 年 経 済 産 業 省 告 示 第 二 百 三 十 四 号

（ サ ッ シ の 性 能 の 向 上 に 関 す る 熱 損 失 防 止 建 築 材 料 製 造 事 業 者 等 の 判 断 の 基 準 等 ） の 一 部 を 次 の 表 の よ う に

改 正 し 、 令 和  年   月   日 か ら 施 行 す る 。  

令 和   年   月    日                         経 済 産 業 大 臣  名    

（ 傍 線 部 分 は 改 正 部 分 ）

改   正   後  改   正   前  
  

１ 判断の基準 

 （略） 

区分 基準熱損失

防止性能 建築物の用途 開閉形式 区分名 

１ 判断の基準 

 （略） 

区分 区分名 

基準熱損失防

止性能 
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一戸建ての住

宅及び木造の

共同住宅（そ

の主要構造部

（建築基準法

（昭和25年法

律第 201号）

第２条第５号

に規定する主

要構造部をい

う。）が木材

片上げ下

げ窓及び

両上げ下

げ窓に用

いられる

サッシ 

上げ下

げ 

２.３０ 

片引き

窓、引違

い窓、引

分け窓及

び両袖片

引違い ２.１６ 

片上げ下げ窓

及び両上げ下

げ窓に用いら

れるサッシ 

 

 

上げ下げ ２.３０ 

片引き窓、引

違い窓、引分

け窓及び両袖

片引き窓に用

いられるサッ

引違い ２.１６ 
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で造られたも

のをいう。以

下同じ。） 

引き窓に

用いられ

るサッシ 

固定窓に

用いられ

るサッシ 

ＦＩＸ １.８７ 

すべり出

し窓に用

いられる

サッシ 

すべり

出し 

２.０４ 

たてすべ たてす ２.０６ 

シ 

 

 

固定窓に用い

られるサッシ 

 

ＦＩＸ １.８７ 

すべり出し窓

に用いられる

サッシ 

 

すべり出し ２.０４ 

たてすべり出 たてすべり出 ２.０６ 
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り出し窓

に用いら

れるサッ

シ 

べり出

し 

木造の共同住

宅以外の共同

住宅 

  ２．９７ 

 

し窓に用いら

れるサッシ 

 

 

し 

 

３ 熱損失防止性能の測定方法 

 （１） 一戸建ての住宅及び木造の共同住宅に

用いられるサッシの熱損失防止性能は、日本

産業規格（以下「ＪＩＳ」という。）Ａ4710

３ 熱損失防止性能の測定方法 

 （１） １の熱損失防止性能は、日本産業規格

（以下「ＪＩＳ」という。）Ａ4710（2015）

に規定する方法により測定された熱貫流率又
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（2015）に規定する方法により測定された熱

貫流率又はＪＩＳ Ａ2102―１（2015）若し

くはＡ2102―２（2011）に規定する方法によ

り算出された熱貫流率とする。この場合にお

いて、当該窓のガラスは、熱貫流率が特定さ

れる場合を除き、次の表の左欄に掲げるサッ

シの種類に応じ、同表の右欄に掲げる熱貫流

率のものを用いることとする。ただし、単板

ガラス３枚で構成される複層ガラスに対応可

能なサッシが単板ガラス２枚で構成される複

層ガラスにも対応可能な場合には、単板ガラ

はＪＩＳ Ａ2102―１（2015）若しくはＡ

2102―２（2011）に規定する方法により算出

された熱貫流率とする。この場合において、

当該窓のガラスは、熱貫流率が特定される場

合を除き、次の表の左欄に掲げるサッシの種

類に応じ、同表の右欄に掲げる熱貫流率のも

のを用いることとする。ただし、単板ガラス

３枚で構成される複層ガラスに対応可能な

サッシが単板ガラス２枚で構成される複層ガ

ラスにも対応可能な場合には、単板ガラス２

枚で構成される複層ガラスに対応可能なサッ
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ス２枚で構成される複層ガラスに対応可能な

サッシのガラスの熱貫流率を用い、単板ガラ

ス２枚で構成される複層ガラスに対応可能な

サッシが単板ガラス１枚にも対応可能な場合

には、単板ガラス１枚に対応可能なサッシの

ガラスの熱貫流率を用いることとする。 

 （略） 

 （３） 木造の共同住宅以外の共同住宅に用い

られるサッシの熱損失防止性能は、窓の面積

及び開閉形式に関わらず、次の表の左欄に掲

げる区分に応じ、同表右欄の熱貫流率を用い

シのガラスの熱貫流率を用い、単板ガラス２

枚で構成される複層ガラスに対応可能なサッ

シが単板ガラス１枚にも対応可能な場合に

は、単板ガラス１枚に対応可能なサッシのガ

ラスの熱貫流率を用いることとする。 

  

 （略） 

 （新設） 
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ることとする。 
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区分 

熱貫流率 

サッシの種類 

ガラスの種類 

ガラス

仕様 

中空層厚み 

木製サッシ又

は樹脂製サッ

シ 

複層  ２．１６ 

木及びアルミ

ニウムの複合

材料製サッシ

又は樹脂及び

複層 中空層６ｍ

ｍ超 

 

２．５１ 

中空層６ｍ ３．２３ 
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アルミニウム

の複合材料製

サッシ 

ｍ以下 

アルミニウム

製サッシ 

複層 中空層６ｍ

ｍ超 

３．９５ 

中空層６ｍ

ｍ以下 

４．１９ 

単板  ６．２６ 

  

 


